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論 文 内 容 の 要 旨

著者は22-37週の胎児ならびに初生児～33歳までの小児および成人より得た歯系材料について焦長期に

おける歯小嚢および歯根膜組織の増齢的な構造の推移および生物学的態度について研究を進め, 次の結果

を得た｡

① 歯歴が鐘状期に達 し, 喫頭頂 (切端) より石灰化が開始される胎牲22週頃においては菌 腔 歯 嚢 は

内, 中, 外の3層に区別され歯歴を厚層かつ敵密に被嚢 している｡

④ しかしこの時期の歯歴隣接側においては歯槽中隔に相当する骨質は末だ形成されていない｡ すなわ

ち両歯腔問の歯小嚢組織は圧縮されて線維束は汝行状に配列 し敵密な線維性結合織様構造を呈する索状と

なり, これより将来歯槽中隔が形成される｡

④ さらに蘭歴が- そう発育 しても歯小嚢組織は内, 中, 外の 3 層を維持するが歯歴基底部の内層部は

薄膜状となり, エナメル器および歯乳頭組織を緊密に被嚢 してこれを他組織より隔絶保護 している｡

④ しかし攻頭頂側の歯小嚢組織は基底部のものに比較すると各層の区別は不分明である｡ 歯小嚢組織

の血管分布状況は中層部殊に歯膝基底側においては極めて豊富である0

㊥ 歯腔の発育が進行 し歯根の形成が開始 される時期になると歯小嚢組織中には線維成分の増殖が顕著

となり, 形成された線維束は汝行状に走り歯牙支持組織としての配列をあらためる｡

⑨ 歯根部象牙質の形成が完了すると, ベル トウイッヒの上皮鞘は歯小嚢組織中の線維束によって速や

かに象牙質面より離断され, マラッセの残遺上皮となる｡ したがって上皮鞘 とマラッセの残遺上皮細胞と

の移行は明瞭である｡

① 歯根の形成が末完了の場合, 根尖孔部の歯根膜中には線維束の形成は極めて微弱であり, 多分に歯

腔期の幼君構造を保っている歯小嚢期に認められる内層部は不分明である｡

⑨ 永久歯歯腔が発育すると, これに近接する乳歯根尖部の歯槽骨質は吸収され, 乳歯の歯根膜組織と

後続永久歯歯腔の歯小嚢とは一連続となる｡

-370-



④ しかし乳歯歯根膜の線維束が密に改行すれば, これに接する後続永久歯菌腔の歯小嚢は圧縮されて

厚径を減 じ, 線維束は集束状に走行 し, 著 しく敵密な組織像を呈 している｡

⑩ このような組織構造に推移することは, 乳歯歯根に発現する吸収現象に対 し後続永久歯歯腔を隔絶

保護する態度と理解される｡

⑪ 歯小嚢組織は歯腔の発育するにしたがい灰化萌['__侶こ対応する構造に推移するとともに, 灰化現象を

営むエナメル器および歯乳頭組織を周囲組織より隔絶保護する生物学的態度を示すものである｡

⑲ 歯根が形成されて歯が所出すると歯根膜は歯頚部より漸次線維束が強靭となり, 走行 も根面に対 し

て斜行 し, 機能的に配列をあらため吸合機能に耐え得るよう歯牙支持組織としての構造を呈するに至る｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

歯小嚢は菌腔期においては歯歴保護作用に任 じ, 萌出期以後においては主として歯根膜として菌根の保

護, 保持の役目を果たすものであるが, 著者は歯小嚢, 歯根膜の年齢的組織学的変化を胎生期から壮年期

にかけて連続追究 し, 大略つぎのような所見を得た｡

1) 鐘状期歯歴において石灰化が開始される時期の歯小嚢は明らかな3層構成を示してよく発達し菌腔

を包被保護しているが, 菌腔隣接部では将来歯槽中 隔を生ずべき準備組織としての様相をおびて変貌 して

ゆ く｡

2) 歯腔の発育に伴い基底部歯小嚢はエナメル器および歯乳頭の保護作用を一層強めるような組織構成

を示すとともに, ことにその中層部では血管分布も撤密となり歯腔に対する栄養供給の役目に当る｡

3) 歯歴の発育が進み歯根の形成が始ると, 歯小嚢はその線維成分の増殖と配列更えによって歯根支持

組織の様相を呈するとともに, 歯根部象牙質の完成に伴いヘ ル トウィッヒ上皮鞘は歯小嚢線維により象牙

質面から離断されてマラッセ残遺上皮となる｡

4) 永久歯歯腔が発育すれば近接乳歯根尖貯嗣 曹骨には吸収現象が開始されるが, この時期には乳歯歯

根膜 と永久歯歯小嚢とは- ･連続の組織となるが, それぞれ特徴ある郡位的相違を保ち, 永久歯歯腔の歯小

嚢ほ乳菌歯根に発現する吸収現象から永久歯歯腔を保護隔絶しようとする組織学的様相を呈する｡

5) 菌根形成に伴い菌が萌出に至ると菌根膜は歯頚部から漸次線維束は強敬 となり, 走行も根面に対し

て斜行し, いわゆるシャーペ←線維の出現をみ, 唆合機能の開始とともに, 機能的, 構築学的な配列状況

以上の研究は苗小嚢から歯根膜への移行, 萌出, 攻合機能参加などの諸時期に対応 して胎/7-:湖 から壮年

期におよび一連の組織学的変化をその機能に対応しつつ系統的に研究考察したものであり, 口腔解剖学上

のみならず,歯科学臨床上からみても有用な研究であり医学博士の学位論文として価値あるものと認定す

る｡
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